定例記者会見発言録


日　　時：令和７年10月３日（月）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、危機管理担当参事、健康福祉部長、産業部長、こども部長、生涯学習課歴史文化まちづくり係長
報道機関：読売新聞社、時事通信社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和７年度主要事業の取り組み状況について
資料２　開園40周年記念やながわ希望の森「AUTUMN FES」を開催
資料３　伊達市保原歴史文化資料館開館30周年記念事業「伊達とお蚕様の本場物語」を開催
資料４　令和７年度「ベビーファースト運動」活動宣言セレモニーを開催
資料５　令和７年度伊達市総合防災訓練を開催
資料６　「伊達市林業フェスタ！」を開催
資料７　令和７年度県北地方植樹祭を開催
資料８　だてな健幸ウォークinつきだて
～歩いて見つける！わたしのまちの魅力と健康～
資料９　「名峰霊山 紅葉まつり」を開催

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

令和７年度主要事業の取り組み状況について資
若者支援　移住・定住促進事業について
[bookmark: _Hlk210753045]記　者　移住者数32世帯39名ということですが、これは今年の4月から9月までということでよろしいでしょうか。また、昨年との比較、Ｕ－プレイス伊達の成果などについて伺います。
市　長　移住実績の32世帯39名は６か月間の実績です。昨年度は68世帯93名の移住実績があり、今年度も昨年同等の実績を見込んでいます。
Ｕ－プレイス伊達には、相談コーナーも設けております。また、お試し居住施設が人気であり、一度泊まって体験してから移住を決めたという方もいるので、Ｕ－プレイス伊達の存在が移住者増加につながっていると思います。
[bookmark: _GoBack]
記　者　移住者がどの地域から来られているのか教えてください。
市　長　昨年の68世帯の93名はすべて県外の方になります。
未来政策部長　今年は宮城県からの移住の方が多く、次に東京、関東圏の方から来ています。東北だと宮城県、あと長野県からという方もいます。

まちなか賑わい創出策実証プロジェクト事業について
記　者　若者支援の起業支援の相談件数が５件で、資金調達とかを支援するということですが、資金調達まで行った案件はありますか。
産業部長　こちらは８月４日から始まったもので、まだ２ヶ月経過したところになります。相談というところで留まっている状況です。
市　長　起業するためには、アイディアや資金、それから場所をどうするかなど、多くのハードルがあります。それぞれの専門分野の方々が相談を受付している状況です。相談者されている方々が市内で起業することに繋がれば幸いです。

記者会見以外の質問なし
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